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要 旨 

 
本研究は、日本国内の地域日本語教育の現状を踏まえ、知識は社会関係の中にあるとし

ている社会構成主義的な観点に基づき、来日初期段階の「生活者としての外国人」が「生

活のための日本語」を学ぶことで社会との関わりを深め、自律的に成長していくことを可

能とする学習プログラムを提案し、地域日本語教室及び学習者個人の試用のもとに社会

参加を促す地域日本語教育のあり方を明らかにしたものである。 

地域日本語教育研究においては、特定の研究対象（外国人配偶者、留学生、技能実習生

など）に絞った研究が数多く行われているため、それぞれに必要な日本語学習内容は解明

されたが、「生活のための日本語」を自律的に学習する方法やプロセスはまだ明らかにさ

れていない。それは従来の研究では支援者や教室担当者の視点からのものが多く、学習者

の立場での検討が極めて不足しているからだと考えられる。特に、ゼロ初級者に対しては

日本語学習支援の面のみが重視されており、自律学習を促す参加型活動や教室での学習

を生活の中の実体験へと導く仕組みが欠けている。そこで、学習者が社会との関わりの中

で自ら自律的に成長していくという構成主義的学習観と、社会的成員としての学習者が

自律的に学習することを支えていくという構成主義的教育観から、地域日本語学習/教育

活動のあり方を再考する必要があると言える。 

本研究は日本国内の地域日本語教育の現状を踏まえ、知識は社会関係の中にあるとし

ている社会構成主義的な観点に基づき、ゼロ初級者が「生活のための日本語」を学ぶこと

で社会との関わりを深め、自律的に成長していくことを可能とする学習プログラムを提

案した上で、実践と検証を行い、社会参加を促す地域日本語教育とはどのようなものかを

明らかにする。このような目的を達成するために、3 つの研究課題を設定する。 

課題 1 ゼロ初級者が「生活のための日本語」を学べる自律学習プログラムとはどのよう

なものか 

課題 2 本プログラムはゼロ初級者の社会参加をどのように導くか 

課題 3 ゼロ初級者は日本社会の中で自律的に成長するために本プログラムをどのように

活用することができるか 

以上の研究課題を解明するために、ゼロ初級者に対するニーズ調査を実施した上で、支

援者と学習者それぞれに本プログラムを実践してもらい、記述式アンケート調査とイン

タビュー調査を実施し、SCAT（Steps for Coding and Theorization）と M-GTA（Modified 
Grounded Theory Approach）による分析を行った。 

課題１の「生活のための日本語」を学べる自律学習プログラムとは、学習者が生活の中

で必要な日本語を選び、自分にあった学習計画を立てやすいよう、学習内容を場面シラバ

スで構築し、場面ごとに学習目標、学習時間、学習活動を示したものである。また、参加

型学習手法とポートフォリオ評価を取り入れることにより、自律学習を促進する。さらに、

学習者と地域日本語教室で学習を支える支援者の相互主体的な学習を促し、支援者が活

用しやすいようプログラムの活用手引きを提示することも学習者の自律学習には必要で

ある。課題 2 については、支援者と学習者個人の立場から、本プログラムの有効性と改善

点を探った。その結果、学習者による学習の管理（学習項目の選択、ポートフォリオ評価

の活用など）が支援者に依存した学習から自律学習への転換を促していることが示され

た。また、教室内の参加型学習活動と教室外の実体験活動をポートフォリオで記録するこ

とで、日本や日本人に対するイメージが変わり、学習者が自信を持って日本の生活の中で

問題を解決し、周りの人との関係を深め、安心した生活を送れるようになることがわかっ



た。課題 3 については、まず、これまでの実践で得た示唆を整理し、本プログラムの活用

モデルを構築した。次に、当活用モデルが長期滞在のゼロ初級者の「生活のための日本語」

の学習および社会参加のために適しているという仮説を立て、当モデルを 2 年間使用し

た長期滞在のゼロ初級者のケーススタディを通じて分析した。その結果、本プログラムが

長期滞在のゼロ初級者が社会との関わりの中で自ら自律的に成長していくのに有効であ

ることが検証された。 

  結論として、社会参加を促す地域日本語教育とは、地域日本語教室を活用し、自律学習

を可能にする「学びと評価の一体化」の社会参加型プログラムをもとに、社会参加を促す

ための参加型学習手法と主体性を養うためのポートフォリオ評価を取り入れる総合的な

学習プログラムに基づいた自律学習支援であると考えられる。 

 


